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· 出席者は記録者が印を付ける。

＜実習関係＞

・PSW実習：7/13～7/28と8/5～8/20　それぞれ一名ずつ実習あり。
＜研修について＞
日　時：6月　29日（月）16：30～

 場　所：2階　会議室

テーマ：精神科の薬物療法

 対　象：初級者、中級者（対象スタッフ以外の希望者も参加可）

 講　師：澁谷　JGM　
日　時：6月　30日（火）16：30～

 場　所：メンタルケア病棟　3階　会議室

テーマ：精神疾患とは

対　象：初級者、中級者（対象スタッフ以外の希望者も参加可）

 講　師：松村　SGM　
＜病棟カンファレンス参加について＞
・今後、デイケア利用率向上を目的として情報収集の為に病棟カンファレンス（東病棟・西病棟・北病棟）に参加する。

⇒毎週木曜日　13時～
＜防災委員会より＞
・6/11（木）より毎週木曜日にコンテナ内の温度のチェックを青陽館の防災委員が実施する。モーニングミーティング出席者が庶務より鍵を借りて来て、防災委員（蕨野・菅原AOM）が実施する。
・8/21（金）青陽館避難訓練予定。

＜プログラム見直し、検討＞
・祝日プログラム　デイケア　　：7/23（木）外食　7/24（金）昼食作り
　　　　　　　　　デイナイトケア：7/23（木）クリームあんみつ
　　　　　　　　　　　　　　　　7/24（金）昼食作りかソフトクリーム

・納涼会　　　　　8/10（月）昼食：カレーライス　
イベント：流しそうめん・風鈴・うちわづくり等
・お盆　　　　　　8/13（木）スイカ割り
　　　　　　　　　8/14（金）変わり種かき氷
　　　　　　　　　　

・陶芸：毎週火曜日13時～予定
・運動：（体育館使用）月曜日　13時～予定　＊参加者5名以上
・小グループで調理など行う
・デイナイトケアでもデイケアのお楽しみ会のように月一回おやつを作る等してはどうか。
＜青陽館での新型コロナウィルス対応＞
①発熱症状（37.5℃以上）があり、電話で来所について相談の場合
　⇒・まずは内科かかりつけ医に相談し指示に従う。内科かかりつけ医がない場合は青南病院に相談し、指示に従う。4日以上解熱しない場合は八戸市保健所（帰国者・接触者相談センター：0178-43-9271・43-9184）に電話して、症状を伝え、対応方法について相談し、併せてデイケアを利用していることも伝え、受診する医療機関の指示を受ける。デイケアを利用してよいかも確認する。
　⇒相談結果について、再度連絡をするように伝える。受診した場合には、受診結果についても連絡するように伝える。
②来所後、発熱を確認した場合
　⇒すぐに帰れる場合には、浴室側の非常口を利用し帰宅していただく。帰宅後は、すぐにデイケアへ連絡をいただく。また、その際には再度症状を聴取し、体調確認を行う。
⇒交通事情などにより、すぐに帰れない場合には、浴室（脱衣所）に誘導し、時間まで待機してもらい、帰宅時は上記と同様の対応とする。
⇒本人が帰った後、すぐに本人が通った場所・使用した場所を消毒する。
⇒関係各部署・各機関に連絡を入れる。
＊不要・不急の外出、特に県外へは外出しない。
＊マスクの着用を徹底するように。マスクの在庫がない為通所利用者様分を作ることも検討中。

＜書類等の作成・及び点検について＞

『疾患別診療計画書・ラズミー・転倒評価の作成について』

・２人一組で担当制にする。互いの担当利用者様分の疾患別診療計画書の作成度、電子カルテへの登録が済んでいるか今後確認し期日に間に合わない場合はお互いで協力し期日を守って行う。ラズミー等の評価も同様
⇒グループ：久保・山田、蕨野・犹守、戸賀沢・藤田
・疾患別診療計画書のチェックが済みましたので、不備のある利用者様分は早急に書類の整備をするように。通所リハのフォルダーにあります。

・日誌と電子カルテの出席、電子カルテの記録(日報、医師評価)の突合等
　4月～6月日誌：デイケア：久保・鳥谷部　ショートケア：蕨野・犹守　＊日誌の誤字脱字も　デイナイトケア：藤田・戸賀沢
　4月～6月電カル：各担当：2人ペアで確認　
＊日報、医師評価が入力済みか、個人名の記載有無
・通所の各種マニュアルの更新
＊日誌の出欠漏れなどがあり、毎日のチェックは勿論の事、毎月の確認もこのペアで行っていく。
＜利用者様情報＞

デイケア
・磯島　貴広様　～訪問看護師より情報提供あり。先日、中園クリニックにて糖尿病の疾病教室をうけてきたとの事。次回7/9受診後よりインスリン注射開始予定と本人話している。糖尿病や身体面に対して今後の事を考えると 不安感が強くなったと話す。対面時も頻回にため息をつき表情冴えない。母様からも夜間独語は増えたと情報あり。 青陽館へも最近は欠席していると話すため出席するよう促している。本人より、粉瘤が他の場所にも出来た為皮膚科受診の為しばらく欠席すると電話がある。「母に代わります。」と言い、母様が電話に出られる。糖尿病の悪化により、粉瘤が完治しない事や歯の状態も悪く、他科受診が続く為7/15（水）頃までデイケアを欠席したいと話している。粉瘤は切開の予定はなく、内服薬で様子を見て行くと説明があったとの事。症状が軽減した際はデイケアの利用を勧め、終話している。
デイナイトケア
・稲垣　ふき様　～来所後より、小声で何度も膝痛を訴えており、スタッフが本人の近くを通ると「先生を変えたい」「今すぐに病院に行きたい」等と発言している。また、朝のミーティング中も同様の訴えを繰り返しており、青風荘スタッフが受診日程を調整していることを伝えるも「今日行きたい」と執拗に話している。運動療法には拒否的であり、座位での参加を促すが消極的である。その後もプログラムの合間は、ズボンをめくりあげ、小声で何かを発しながら膝周囲を擦ったりと気にしている様子が見られている。
・古川　富蔵様　～青風荘より情報提供あり。6/27（土）より、熱38℃台と高熱あり、左下肢の熱発、発赤が見られ、同日高橋皮膚科受診している。蜂窩織炎の診断あり、抗生物質処方となっている。次回受診は7/4（土）予定。28日（土）、29（日）を通し、熱38～39℃台で経過。カロナール錠を服用したり、クーリングを施行し対応している。次回受診日まで、休養のためデイナイトケア欠席となる。
ショートケア
・豊川　明男様　～グループホーム世話人より情報提供あり。以前より自室に自分以外の髪の毛が落ちていると訴えがあり、妄想が強まっていたが、先日も同様の訴えがあり、誰かが部屋に侵入し金品を盗まれるのではないかと疑い、グループホームの入居費など早く支払いたいと希望があるとの事。また、喫煙本数は10本から4～5本に減ったものの、徐々に喀痰の色が黒っぽくなっていると相談を受けたとの事。グループホームでは入居者へ毎年健診を勧めているが、昨年は拒否があり行っておらず、その他の自覚症状はないものの心配である為デイケアスタッフにも相談するように助言したとの事。来所後、本人より話があるとの事で対応する。3月下旬の眠気は誰かか、冷蔵庫に取り置きしている水に混ぜたのではないか、下痢が続いたのは誰かが野菜ジュースに下剤を入れたのではないかと話す。根拠として、自室の鍵が他利用者も持っていて侵入したのではないかと言い、髪の毛は犯人を撹乱させる為のものか、犯人のものかと話している。内鍵を交換する事でグループホーム世話人と話し合っている最中であるとの事。喀痰は実際に見せて頂くと、数ミリで粒状の黒っぽい物が痰に混じっており、「排気ガスが多いせいだと思います。」と話している。健診を受けていないとの事で主治医面談時に相談するように助言している。
・松橋　駿様　　～来所時の体温37.8℃　再検にて37.1℃　普段持参している飲水用の水筒で水分補給を促すが、「バスに忘れた。」と返答しており、次女様に電話連絡している。長女様より電話を受け、本人様が勝手に家を出てしまい、探していた所であったとの事。今回は無事に辿り着いたが、行き先が異なるバスに乗る事なども考えられる為今後の対応を検討して行く事としている。
【青明舎・グループホーム利用者様情報】
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